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第 1 章: WSA 管理用 Web サイト ユーザー ガイ

ド

管理用 Webサイトの使用方法については、次のトピックを参照してください。

ウェブルート SecureAnywhere 管理用 Web サイト ユーザーガイド概要 2
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ウェブルート SecureAnywhere 管理用 Web サイト ユー
ザー ガイド概要

ウェブルート SecureAnywhere™管理用 Webサイトは、お客様の保護されたデバイスを確認および管理する

中央ポータルとして使用することができます。このWebサイトにアクセスするには、ブラウザを開いて ja-
my.webrootanywhere.comにアクセスし、アカウントの認証情報を入力します。ログイン後、SecureAnywhere
のWebサイトにお客様のアカウント データおよびすべてのデバイスのセキュリティの状態が表示されます。

SecureAnywhere の管理用 Webサイトは以下の例のように表示されます。ご利用のSecureAnywhere のエ

ディション (アンチウイルス、インターネット セキュリティプラス、コンプリート ) に応じて、表示されるパネルが多少

異なります。

スマートフォンまたはタブレットで SecureAnywhere の保護をアクティブにしていない場合は、[モバイルセキュリ

ティ] パネルは表示されません。

ご利用のSecureAnywhere のエディションに、バックアップと同期、パスワードの機能が含まれていない場合、こ

れらのパネルは表示されません。アップグレードに関する情報については「ウェブルートの製品情報」を参照し

てください。

SecureAnywhere の管理用 Webサイトには次のような機能が用意されています。
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l PC セキュリティ - SecureAnywhere がインストールされているすべてのPC の全体的な状況を把握します。

遠隔地からWebブラウザを使用し、コンピュータが安全な状態で感染していないかを確認することができま

す。

注意: 準備中 : Mac セキュリティの機能がSecureAnywhere の管理用 Webサイトに含まれる予定

です。

l モバイルセキュリティ - SecureAnywhere がインストールされているすべてのスマートフォンやタブレットの全体

的な状況を把握します。必要に応じて、紛失したデバイスの保護機能を使用することで、紛失したモバ

イルデバイスの位置情報を離れた場所から特定することができます。

l バックアップと同期 - ご利用のエディションにバックアップと同期が含まれる場合は、同期およびアーカイブされ

たファイルにアクセスすることができます。自宅またはオフィスのコンピュータの電源が入っていない場合でも、

遠隔地からWebブラウザを使用して、自宅やオフィスのコンピュータから最新バージョンのドキュメントをダウ

ンロードすることができます。

l パスワード - ご利用のエディションにパスワード機能が含まれる場合は、保存したパスワードやプロファイルに

アクセスすることができます。たとえば、銀行のサイトへのログイン情報を忘れてしまった場合、[パスワード ]
パネルにアクセスして、ユーザー名とパスワードを確認することができます。

l アカウント管理 - 製品のアップグレードや、お客様のアカウントに他のデバイスおよびユーザーを追加しま

す。他のユーザーのデバイスのセキュリティを管理する管理者は、デバイスのグループをコンソール別に整理

することができます。コンソールには、ホームデバイスまたはビジネスデバイスの表示を含めることができま

す。
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第 2 章: はじめに

管理用 Webサイトを使用するには、次のトピックを参照してください。

管理用 Web サイトのシステム要件 5
Androidデバイスのシステム要件 5
iOSデバイスのシステム要件 5
Windowsのシステム要件 5
Macのシステム要件 6
オペレーティングシステム 6

アカウントの作成 8
アカウントへのログイン 17
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管理用 Web サイトのシステム要件

以下では、Windows およびMac、また Androidや iOSデバイスで管理用 Webサイトの機能を使用するため

のシステム要件について説明します。

Android デバイスのシステム要件

オペレーティング システム

l Androidオペレーティングシステムバージョン 4.4 (Kit Kat) 以降。

デバイス

l Android対応のスマートフォンとタブレット (Kindle とNookを含む)。

注意: 一部の機能についてはアクティブなインターネット接続が必要です。これらの機能のリストについ

ては、こちらをクリックしてください。

iOS デバイスのシステム要件

オペレーティング システム

l iOS 10以降。

デバイス

l iPhone®、iPod Touch®、iPad®モバイルデジタルデバイスに対応。

Windows のシステム要件

オペレーティング システム

l Windows 10 (32ビットおよび 64ビット )。

l Windows 8および 8.1 (32ビットおよび 64ビット )。

l Windows 7 (32ビットおよび 64ビット )、Windows 7 SP1 (32ビットおよび 64ビット )。

l Windows Vista® (32ビット )、Windows Vista SP1、SP2 (32ビットおよび 64ビット )。

第 2 章 :はじめに
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RAM

l Intel Pentium®/Celeron®系、AMD® K6™/Athlon®/AMD Duron™系、またはその他の互換性のあるプロ

セッサ。

l 128 MB 以上のRAM。

l 2 GB RAM 以上を推奨。

ハード ディスク容量

l 15 MB

インターネット/ブラウザ

l インターネット アクセスを必要とします。

l Google Chrome® (32ビットおよび 64ビット ) - 現在および前の 2つのバージョン

l Internet Explorer® (32ビットおよび 64ビット )、バージョン 11

l Microsoft Edge® (32ビットおよび 64ビット ) - 現在および前の 2つのバージョン

l Mozilla® Firefox® (32ビットおよび 64ビット ) - 現在および前の 2つのバージョン

l Safari - 現在および前の 2つのバージョン

l Opera - 現在および前の 2つのバージョン

Mac のシステム要件

オペレーティングシステム

l Mac OS X 10.7 (Lion®)

l Mac OS X 10.8 (Mountain Lion®)

l OS X 10.9 (Mavericks®)

l OS X 10.10 (Yosemite®)

l OS X 10.11 (El Capitan®)

l macOS 10.12 (Sierra®)

l macOS 10.13 (High Sierra®)

WSA管理用 Webサイト ユーザーガイド
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メモリ

l 128 MB 以上のRAM

ストレージ容量

l 15 MB

インターネット/ブラウザ

l インターネット アクセスを必要とします。

l Google Chrome® (32ビットおよび 64ビット ) - 現在および前の 2つのバージョン

l Internet Explorer® (32ビットおよび 64ビット )、バージョン 11

l Microsoft Edge® (32ビットおよび 64ビット ) - 現在および前の 2つのバージョン

l Mozilla® Firefox® (32ビットおよび 64ビット ) - 現在および前の 2つのバージョン

l Safari - 現在および前の 2つのバージョン

l Opera - 現在および前の 2つのバージョン
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- 7 -



アカウントの作成

SecureAnywhere のWebサイトを使用するには、このセクションで説明するようにウェブルート アカウントを作

成する必要があります。

注意: アカウントの作成者が自動的にアカウントの管理者となります。管理者は、他のユーザーの追

加およびそれらのユーザーへの権限指定を含むアカウントのすべての機能に対し全権限を持っていま

す。

始める前に、次のことを行ってください。

l SecureAnywhere をコンピュータにインストールします。最初に SecureAnywhere をインストールすることをお

勧めしていますが、後で行なうことも可能です。

l SecureAnywhere のインストールに使用したライセンスキーコードを手元に用意しておいてください。追加の

製品およびキーコードがあれば、後で追加できます。

l 次のいずれかのブラウザを使用していることを確認してください。

l Internet Explorer®バージョン 11以降

l Microsoft Edge®バージョン 37以降

l Mozilla® Firefox®バージョン 40以降

l Google Chrome® 40以降

l Safari® 8以降

l Opera® 27以降

アカウントを作成するには:

WSA管理用 Webサイト ユーザーガイド
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1. ブラウザを開き、SecureAnywhere のWebサイト ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。

2. [アカウントの作成] エリアで [今すぐ登録する] ボタンをクリックします。

[アカウントを作成する] ウィンドウが表示されます。

第 2 章 :はじめに
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3. 次の表の情報に従って、[アカウントを作成する] ウィンドウのフィールドに情報を入力します。

フィールド 説明

ウェブルート製品のキー

コード
製品の購入時に受け取ったライセンスキーコードを入力します。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを入力します。これはログイン名としても使用されま

す。アカウントをアクティブ化するための確認のメッセージがこのアドレスに

送信されます。

パスワード

9文字以上を入力してください。パスワードには、少なくともアルファベット

6文字と数字 3文字を含める必要があります。パスワードは最小文字

数の 9文字を超えても問題ありません。山括弧「<」および「>」以外の

特殊文字は使用可能です。パスワードの大文字と小文字は区別され

ます。

入力を始めると、強度メーターがパスワードの安全性を示します。最適

なセキュリティを確保するために、パスワードはできるだけ強力なものにし

てください。
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フィールド 説明

個人用セキュリティ コー

ド

文字または数字を入力してください。ログインする際に、パスワードを入

力した後の追加のセキュリティ対策として使用されます。6文字以上

で、憶えやすいコードを使用してください。

ログインするたびに、このコードからランダムな 2文字を入力する必要が

あります。たとえば、コードが 123456で、4番目と 6番目の文字を入力

するよう求められた場合は、「4」と「6」を入力します。この個人用セキュリ

ティ コードでは大文字と小文字が区別されます。

注意: 必要に応じて、[ログイン時にセキュリティ コードを使用]
チェックボックスをオフにすることで、ユーザーのログイン時に 2桁の

セキュリティ コードを入力する手順を省略できます。詳細について

は、「32{/u}{/color}ページの「ユーザーの追加」」および「38{/u}
{/color}ページの「アカウント設定の編集」」を参照してください。

セキュリティの質問
ドロップダウンリストから質問を選択します。ログインの詳細情報を忘れ

てしまった場合に、この質問に答えることで情報を取得できます。

セキュリティの回答
セキュリティの質問に対する回答を入力します。セキュリティの回答では

大文字と小文字が区別されます。

ストレージの地域を選

択してください

バックアップと同期を使用する場合は、希望するストレージ サーバーの所

在場所の地域を指定します。

4. アカウントの詳細を入力したら、[今すぐ登録] ボタンをクリックしてください。

SecureAnywhere により確認メッセージが表示され、指定した電子メールアドレスに確認のメールが送

信されます。これには数分かかることがあります。

WSA管理用 Webサイト ユーザーガイド
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注意: ご利用のSecureAnywhere のエディションにバックアップと同期機能が含まれる場合は、

別のフィールドが表示され、ストレージの地域を選択するよう求められます。米国、ヨーロッパ、

日本のうち一番近い地域を選択し、[今すぐ登録] ボタンを再度クリックします。

5. 電子メールシステムでウェブルートからの確認の電子メールを開き、記載されたリンクをクリックします。

このリンクをクリックするまでアカウントは作成されません。

6. SecureAnywhere に個人用セキュリティ コードから 2文字を入力するよう求められたら、必要な文字を

入力して [今すぐ登録確認する] ボタンをクリックします。

たとえば、コードが 123456で、4番目と 6番目の文字を入力するよう求められた場合は、「4」と「6」を
入力します。

注意: 必要に応じて、[ログイン時にセキュリティ コードを使用] チェックボックスをオフにすること

で、ユーザーのログイン時に 2桁のセキュリティ コードを入力する手順を省略できます。詳細に

ついては、「32{/u}{/color}ページの「ユーザーの追加」」および「38{/u}{/color}ページの「アカウン

ト設定の編集」」を参照してください。

次の例のような SecureAnywhere のWebサイトが開きます。表示されるオプションは、ご購入になった

SecureAnywhere のエディション (WSA アンチウイルス、WSA インターネット セキュリティプラス、WSA コ

ンプリート ) によって異なります。
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SecureAnywhere のWebサイトでは、次のような機能が用意されています。
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機能 説明

PC セキュリティ

SecureAnywhere がインストールされているすべてのPC の全体的

な状況を把握します。遠隔地からWebブラウザを使用し、コン

ピュータが安全な状態で感染していないかを確認することができ

ます。

注意: SecureAnywhere のWebサイトにはMac セキュリ

ティの機能が含まれています。

モバイルセキュリティ

SecureAnywhere がインストールされているすべてのスマートフォン

やタブレットの全体的な状況を把握します。必要に応じて、紛

失したデバイスの保護機能を使用することで、紛失したモバイル

デバイスの位置情報を離れた場所から特定することができます。

バックアップと同期

同期ファイルやアーカイブファイルにアクセスします (ご利用の

SecureAnywhere のエディションにバックアップと同期機能が含まれ

る場合)。遠隔地からWebブラウザを使用して、自宅やオフィス

のコンピュータから最新バージョンの文書をダウンロードすることが

できます。

詳細については、「117{/u}{/color}ページの「バックアップと同期機

能を使用するには」」を参照してください。
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機能 説明

パスワード

保存されたパスワードとプロファイルにアクセスします (ご利用の

SecureAnywhere のエディションにパスワード機能が含まれる場

合)。たとえば、銀行のサイトへのログイン情報を忘れてしまった

場合に、[パスワード ] パネルにアクセスしてユーザー名とパスワード

を確認することができます。

詳細については、「Getting Started With Passwords」を参照してく

ださい。

アカウント管理

アカウントでご利用の製品をアップグレード、他のデバイスを追

加、および追加のユーザーを管理します。他のユーザーのデバイ

スのセキュリティを管理する管理者は、デバイスのグループをコン

ソール別に整理することができます。コンソールには、ホームデバ

イスまたはビジネスデバイスが表示される場合があります。

詳細については、「24{/u}{/color}ページの「コンソールの管理」」

を参照してください。
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アカウントへのログイン

SecureAnywhere のWebサイトでアカウントにログインするには:

1. ブラウザを開き、SecureAnywhere のWebサイト ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。

2. [ログイン] ウィンドウで、登録時に指定した電子メールアドレスとパスワードを入力します。

第 2 章 :はじめに
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3. [ログイン] ボタンをクリックします。

4. 個人用セキュリティ コードのプロンプトで、必要な文字を入力して [ログイン] をクリックします。

注意: 必要に応じて、[ログイン時にセキュリティ コードを使用] チェックボックスをオフにすること

で、ユーザーのログイン時に 2桁のセキュリティ コードを入力する手順を省略できます。詳細に

ついては、「32{/u}{/color}ページの「ユーザーの追加」」および「38{/u}{/color}ページの「アカウン

ト設定の編集」」を参照してください。

この個人用セキュリティ コードは、ウェブルート アカウントを作成した際に定義されたものです。

SecureAnywhere は、ログイン時に毎回この追加のセキュリティ手順を要求します。このコードからラン

ダムな 2文字を入力するよう求められることにご留意ください。たとえば、コードが 123456で、4番目と

6番目の文字を入力するよう求められた場合は、「4」と「6」を入力します。
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注意: パスワードまたはセキュリティ コードを忘れてしまった場合は、[ログインできない場合] リン
クをクリックして、[パスワードをお忘れの場合] または [セキュリティ コードをお忘れの場合] をクリッ

クします。SecureAnywhere により電子メールアドレスを入力するよう求められ、パスワードまた

はセキュリティ コードをリセットするリンクが記載された電子メールが送信されます。
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第 3 章: アカウントの管理

アカウントの管理方法については、以下のトピックをご覧ください。

別のキーコードを使用するデバイスの追加 21
コンソールの管理 24
デフォルトのコンソール名の変更 24
コンソールの追加 25
コンソール間の切り替え 31

ユーザーの追加 32
アカウント設定の編集 38
名前、電話番号、タイムゾーンの追加 40
パスワードの変更 42
セキュリティコードの変更 43
セキュリティの質問の変更 45
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別のキーコードを使用するデバイスの追加

同じマルチライセンスのキーコードを使用して SecureAnywhere を複数のPC にインストールした場合、各 PC
上でスキャンが実行された後で SecureAnywhere のWebサイトにそれぞれの情報が表示されます。異なる

キーコードを使用するデバイスに別のウェブルート製品をインストールした場合、このセクションで説明するよう

に、そのキーコードを手動でアカウントに追加する必要があります。

アカウントにデバイスを追加するには:

1. 管理するデバイスに SecureAnywhere がインストールされていることを確認します。

2. ブラウザを開き、SecureAnywhere のWebサイト ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。

3. [ログイン] ウィンドウで、登録時に指定した電子メールアドレスとパスワードを入力します。
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4. [ログイン] ボタンをクリックします。

5. 複数のコンソールがある場合は、新しいキーコードを追加するコンソールを選択してください。

詳細については、「24{/u}{/color}ページの「コンソールの管理」」を参照してください。
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6. ログイン ID の横にあるドロップダウンメニューから、[キーコードの管理] を選択します。

SecureAnywhere によりキーコードのページが表示されます。

7. [製品キーコードを追加] ボタンをクリックします

8. 次のパネルで新しいコードを入力し、[追加] をクリックします。

SecureAnywhere によりコードが確認されます。

9. デバイスでスキャンを実行します。

スキャン完了後、Webサイトに状態のレポートが表示されます。
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コンソールの管理

初めてアカウントを登録すると、管理中のデバイスは SecureAnywhere によって 1つの「コンソール」にまとめら

れます。コンソールとは、ウェブルート製品を実行している 1つまたは複数のデバイスをひとまとめにした単位で

す。必要に応じて、複数のコンソールを作成することができます。これは、さまざまなユーザーや目的に対して

デバイスを管理している場合に便利です。

たとえば、小事業主の方であれば、自宅用および事業用としてそれぞれコンソールを作成するとよい場合が

あります。自宅用コンソールには自分の家族のノートパソコンやモバイルデバイスを含めます。また、事業用

コンソールには従業員のノートパソコンやモバイルデバイスを含めます。このように別々のコンソールを作成す

ることにより、管理者は、家族または従業員が使用するデバイスについて簡略化されたビューを使用できま

す。

このトピックでは、次の手順について説明します。

l デフォルトのコンソール名の変更

l 新しいコンソールの追加

l コンソール間の切り替え

注意: 多くの場合、1つのコンソールで十分対応できます。

デフォルトのコンソール名の変更

初めてアカウントを作成すると、デバイスは SecureAnywhere によって「名前のないコンソール」と呼ばれるデ

フォルトのコンソールに自動的にまとめられます。必要に応じて、これを分かりやすい名前に変更することがで

きます。

デフォルトのコンソール名を変更するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。
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2. コンソール名の右側にある [名前変更] をクリックします。

3. 英数字とスペースのみを使用してコンソールの名前を入力します。

4. [保存] ボタンをクリックします。

コンソールの追加

友人や従業員の複数のデバイスを管理する場合、それぞれ別々のコンソールにまとめることができます。

コンソールを追加するには:

1. 新しいコンソールで管理するデバイスについて、ウェブルートから新しいキーコードを取得します。新しい

キーコードを使用した PC に SecureAnywhere をインストールします。

2. ブラウザを開き、SecureAnywhere のWebサイト ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。

3. アカウントにはログインせずに、[今すぐ登録する] をクリックします。

アカウント作成時と同じ登録ページが表示されます。
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4. [ウェブルート製品のキーコード ] フィールドに新しいキーコードを入力します。
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5. その他のフィールドについては、電子メールアドレス、パスワード、セキュリティ コード、セキュリティの質問

と回答に関して既存のアカウント情報を入力します。

フィールド 説明

ウェブルート製品のキー

コード
製品の購入時に受け取ったライセンスキーコードを入力します。

電子メールアドレス

電子メールアドレスを入力します。これはログイン名としても使用されま

す。アカウントをアクティブ化するための確認のメッセージがこのアドレスに

送信されます。

パスワード

9文字以上を入力してください。パスワードには、少なくともアルファベット

6文字と数字 3文字を含める必要があります。パスワードは最小文字

数の 9文字を超えても問題ありません。山括弧「<」および「>」以外の

特殊文字は使用可能です。パスワードの大文字と小文字は区別され

ます。

入力を始めると、強度メーターがパスワードの安全性を示します。最適

なセキュリティを確保するために、パスワードはできるだけ強力なものにし

てください。
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フィールド 説明

個人用セキュリティ コー

ド

文字または数字を入力してください。ログインする際に、パスワードを入

力した後の追加のセキュリティ対策として使用されます。6文字以上

で、憶えやすいコードを使用してください。

ログインするたびに、このコードからランダムな 2文字を入力する必要が

あります。たとえば、コードが 123456で、4番目と 6番目の文字を入力

するよう求められた場合は、「4」と「6」を入力します。この個人用セキュリ

ティ コードでは大文字と小文字が区別されます。

注意: 必要に応じて、[ログイン時にセキュリティ コードを使用]
チェックボックスをオフにすることで、ユーザーのログイン時に 2桁の

セキュリティ コードを入力する手順を省略できます。詳細について

は、「32{/u}{/color}ページの「ユーザーの追加」」および「38{/u}
{/color}ページの「アカウント設定の編集」」を参照してください。

セキュリティの質問
ドロップダウンリストから質問を選択します。ログインの詳細情報を忘れ

てしまった場合に、この質問に答えることで情報を取得できます。

セキュリティの回答
セキュリティの質問に対する回答を入力します。セキュリティの回答では

大文字と小文字が区別されます。

ストレージの地域を選

択してください

バックアップと同期を使用する場合は、希望するストレージ サーバーの所

在場所の地域を指定します。

6. [今すぐ登録] ボタンをクリックします。

電子メールアドレスを使用してすでにアカウントを作成しているため、ユーザーの情報が

SecureAnywhere により認識されます。システムプロンプトが表示され、デバイスの新しいコンソールを

作成するオプションが選択できます。
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7. 左側のパネルの [選択] をクリックして、新しいコンソールを追加します。

コンソールが作成され、ログインするよう求められます。
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8. 自分のアカウント情報を使用してログインします。

次のようなパネルが表示されます。

9. 新しい [名前のないコンソール] を選択します。前述したように、後で名前を変更できます。

新しいコンソールに、入力したキーコードを使用するすべてのデバイスが表示されます。

コンソール間の切り替え

2つのコンソール間を切り替えるには:

1. [コンソールを変更する] ボタンをクリックします。

2. 表示するコンソールを選択します。
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ユーザーの追加

SecureAnywhere では、ご利用のアカウントに他のユーザーを追加することができます。そのユーザーに、ご利

用のアカウントのWebサイトを使用して、それぞれのデバイスでセキュリティ関連情報へアクセスする権利を与

えることができます。

ユーザーを追加するには:

1. ブラウザを開き、SecureAnywhere のWebサイト ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。

2. [ログイン] ウィンドウで、登録時に指定した電子メールアドレスとパスワードを入力します。
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3. ログイン ID の右側にある下向きの矢印をクリックし、[ユーザーの管理] を選択します。

SecureAnywhere によりこのアカウントのユーザーのリストが表示されます。

4. [新規ユーザーの作成] ボタンをクリックします。

[新規ユーザーの作成] ウィンドウが表示されます。
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注意: 必要に応じて、[ログイン時にセキュリティ コードを使用] チェックボックスをオフにすること

で、ユーザーのログイン時に 2桁のセキュリティ コードを入力する手順を省略できます。詳細に

ついては、「38{/u}{/color}ページの「アカウント設定の編集」」を参照してください。

5. [電子メールアドレス] フィールドにこのユーザーの電子メールアドレスを入力します。

6. [タイムゾーン] フィールドで、フィールドの右側にある鉛筆のアイコンをクリックして国、地域、または主要

都市を入力すると、ドロップダウンメニューに選択肢が表示されます。

7. 必要に応じて、[このユーザーにコンソールへのアクセス権を付与しますか?] チェックボックスをオンにし

て、このユーザーにアカウントへのアクセス権を付与します。

[このユーザーにコンソールへのアクセス権を付与しますか?] チェックボックスをオンにすると追加のフィール

ドが表示されます。
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8. [SecureAnywhere] のドロップダウンメニューで、次の権限レベルのいずれかを選択します。

l 基本 - コンソールとアカウント設定への制限付きアクセスを付与します。

l 管理者 - ウェブルート ポータルのすべてのキーコード、ユーザー、およびアカウント設定へのフルアクセ

スを付与します。
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SecureAnywhere は ja-my.webrootanywhere.comのホームページです。ここから、ユーザーはウェブルー

トの他のポータル (PC セキュリティ、モバイルセキュリティ、バックアップと同期) にアクセスできます。

9. [PC セキュリティ] ドロップダウンメニューで、次の権限レベルのいずれかを選択します。

l 基本 - 読み取り専用のアクセス権を付与します。

l 管理者 - フルアクセスを付与します。

PC セキュリティは、PC のスキャンの状態を確認して PC にコマンドを送るためのポータルです。詳細に

ついては、「49{/u}{/color}ページの「PCの状態の表示」」を参照してください。

10. [モバイルセキュリティ] ドロップダウンメニューで、次の権限レベルのいずれかを選択します。

l 基本 - 読み取り専用のアクセス権を付与します。

l 管理者 - 読み取り専用のアクセス権を付与します。

モバイルセキュリティは、モバイルデバイスのスキャンの状態を確認してデバイスにコマンドを送るための

ポータルです。詳細については、「94{/u}{/color}ページの「モバイルデバイスの追加」

」を参照してください。

11. [バックアップと同期] ドロップダウンメニューで、次の権限レベルのいずれかを選択します。

l 基本 - 読み取り専用のアクセス権を付与します。

l 管理者 - 読み取り専用のアクセス権を付与します。

バックアップと同期は、バックアップと同期コンポーネントで保管したデータにアクセスするためのポータルで

す。詳細については、「115{/u}{/color}ページの「バックアップと同期の概要」

」を参照してください。

12. 必要に応じて、[パスワード サービスへのアクセス権を付与しますか？] チェックボックスをオンにして、この

ユーザーにパスワード機能へのアクセス権を与えます。詳細については、「Getting Started With
Passwords」を参照してください。

[パスワード サービスへのアクセス権を付与しますか？] チェックボックスをオンにすると追加のフィールドが

表示されます。

l このユーザーに対してサービスを有効にするには、[パスワード ] チェックボックスをオンにします。

l キーコードをパスワード機能に関連付けるには、[キーコードの選択] ドロップダウンメニューから関連

付けるキーコードを選択します。
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13. 設定が完了したら、[ユーザーを作成] ボタンをクリックします。

登録時に指定したアドレスへ、ウェブルートから初期パスワードが記載された確認の電子メールが送信

されます。ユーザーは確認の電子メールを開いてリンクをクリックし、フォームに初期パスワードを貼り付

けて新しいパスワードを入力します。プロセスが完了次第、新しいユーザーはウェブルート アカウントに

ログインできるようになります。
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アカウント設定の編集

[アカウント ] では、ログイン名やパスワードなどユーザーの詳細のほか、アクセス権限を定義します。ログイン

名に対して指定した電子メールアドレス以外のアカウント設定を追加または変更することができます。

このトピックでは、次の手順について説明します。

l アカウント設定の編集

l 名前、電話番号、タイムゾーンの追加

l パスワードの変更

l セキュリティ コードの変更

l セキュリティの質問の変更

アカウント設定を編集するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. ログイン ID の右側にある下向きの矢印をクリックし、[アカウント設定] を選択します。

SecureAnywhere に [アカウント設定] ページが表示されます。
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3. 任意の [変更] リンクをクリックして情報を編集します。

名前、電話番号、タイムゾーンの追加

必要に応じて、名前、連絡先情報、ご利用のPC が位置するタイムゾーンを追加することができます。ま

た、[ユーザーの管理] パネルに表示される表示名を含めることもできます。詳細については、「32{/u}{/color}
ページの「ユーザーの追加」」を参照してください。

1. 上記の手順に従って、アカウント設定にアクセスします。

2. 名前、電話番号、またはタイムゾーンのフィールドの右側にある [変更] リンクをクリックします。

[アカウント設定] ウィンドウが表示されます。
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注意: 必要に応じて、[ログイン時にセキュリティ コードを使用] チェックボックスをオフにすること

で、ユーザーのログイン時に 2桁のセキュリティ コードを入力する手順を省略できます。
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3. 情報を入力または編集して、[情報を保存] ボタンをクリックします。

タイムゾーンを変更するには、フィールドの右側の鉛筆のアイコンをクリックして、国、地域、または主要

都市を入力すると、ドロップダウンメニューが開いて選択肢が表示されます。

4. アカウントの管理者は、[アクセスおよび権限] をクリックしてアクセス権を変更することもできます。権限

の詳細については、「32{/u}{/color}ページの「ユーザーの追加」」を参照してください。

パスワードの変更

アカウント作成の際にパスワードを指定しています。必要に応じて、アカウント設定でパスワードを変更するこ

とができます。

1. 上記の手順に従って、アカウント設定にアクセスします。

2. [パスワード ] フィールドの右側にある [変更] リンクをクリックします。

[パスワードの変更] ウィンドウが表示されます。
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3. [現在のパスワード ] フィールドに、現在のパスワードを入力します。

4. [新しいパスワード ] フィールドに、新しいパスワードを入力します。

パスワードは 9文字以上で、少なくともアルファベット 6文字と数字 3文字を含める必要があります。

パスワードは最小文字数の 9文字を超えても問題ありません。山括弧「<」および「>」以外の特殊文

字は使用可能です。パスワードの大文字と小文字は区別されます。

入力を始めると、強度メーターがパスワードの安全性を示します。最適なセキュリティを確保するため

に、パスワードはできるだけ強力なものにしてください。

5. [新しいパスワードを再入力] フィールドに、[新しいパスワード ] フィールドに入力したものと同じ文字列

を入力します。

6. 設定が完了したら、[パスワードを変更] ボタンをクリックします。

セキュリティ コードの変更

アカウント作成の際にセキュリティ コードを指定しています。追加のセキュリティ対策として、ログイン直後に

SecureAnywhere のWebサイトがこのコードを求めるプロンプトを表示します。このコードは必要に応じて変更

することができます。
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1. 上記の手順に従って、アカウント設定にアクセスします。

2. [セキュリティ コード ] フィールドの右側にある [変更] をクリックします。

[セキュリティ コードの変更] ウィンドウが表示されます。
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3. [新しい個人用セキュリティ コード ] フィールドに文字または数字を入力します。

6文字以上で、憶えやすいコードを使用してください。ログインするたびに、このコードからランダムな 2
文字を入力する必要があります。たとえばコードが 123456で、4番目と 6番目の文字を入力するよう

求められた場合は、「4」と「6」を入力します。この個人用セキュリティ コードでは大文字と小文字が区

別されます。

4. [パスワードを入力] フィールドに現在のパスワードを入力します。

5. 設定が完了したら、[セキュリティ コードを変更] ボタンをクリックします。

注意: 必要に応じて、[ログイン時にセキュリティ コードを使用] チェックボックスをオフにすること

で、ユーザーのログイン時に 2桁のセキュリティ コードを入力する手順を省略できます。詳細に

ついては、「32{/u}{/color}ページの「ユーザーの追加」」の手順 3を参照してください。

セキュリティの質問の変更

ユーザー名、パスワードまたはセキュリティ コードを忘れてしまった場合に、セキュリティの質問によってウェブ

ルートがアカウントを特定することができます。この質問に正確に答えることができれば、ログイン情報を回復

することができます。
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1. 上記の手順に従って、アカウント設定にアクセスします。

2. [セキュリティの質問] フィールドの右側にある [変更] をクリックします。

[セキュリティの質問の変更] ウィンドウが表示されます。
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3. [新しいセキュリティの質問] ドロップダウンメニューからセキュリティの質問を選択します。

4. [新しいセキュリティの回答] フィールドに回答を入力します。

5. 最後のフィールドに現在のパスワードを入力します。

6. 設定が完了したら、[セキュリティの質問の変更] ボタンをクリックします。
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第 4 章: PC セキュリティの使用

PC セキュリティの使用方法については、以下のトピックをご覧ください。

PC の状態の表示 49
PC の追加 52
PC セキュリティ設定の編集 56
PC スキャン情報の表示 61
PC のリモート スキャン 67
システム最適化ツールのリモートでの操作 73
PC の非アクティブ化 79
PC のロック、シャットダウン、再起動 87
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PC の状態の表示

PC の状態に関する情報をWebサイトからグローバルに確認することができます。状態に関する情報には、

スキャンの結果やライセンス情報が含まれます。

注意: PC の状態を表示するには、まず PC に SecureAnywhere をインストールする必要があります。プ

ロンプトが表示されたらウェブルート アカウントの認証情報を入力し、次に SecureAnywhere によるス

キャンの実行を許可します。

PC の状態を表示するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. [PC セキュリティ] タブまたは [PC セキュリティに進む] ボタンをクリックします。

[PC セキュリティ] パネルが表示され、このアカウントに関連付られたすべてのデバイスがリストされます。
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3. [表示] ドロップダウンでオプションを選択することにより、表示するデバイスをカスタマイズできます。ま

た、右上の [アイコン/リスト ] ボタンをクリックして、リスト ビューとアイコンビューを切り替えることもできま

す。
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4. 各 PC をクリックすると詳細情報が表示されます。

5. [基本情報] パネルでは、最近のスキャン、ソフトウェアのバージョン、キーコード、ライセンスの有効期限

までの日数などの詳細を確認することができます。

セキュリティ設定はリモートで変更できます。詳細については、「56{/u}{/color}ページの「PC セキュリティ

設定の編集」」を参照してください。

第 4 章 : PC セキュリティの使用

- 51 -



PC の追加

マルチライセンスエディションを購入されている場合は、同じキーコードを使用して他のPC に

SecureAnywhere をインストールできます。このセクションで説明するように、各 PC 上でスキャンが実行される

と SecureAnywhere のWebサイトにそれぞれの情報が表示されます。別のキーコードを使用して

SecureAnywhere をインストールする場合は、「21{/u}{/color}ページの「別のキーコードを使用するデバイスの

追加」」の手順に従ってください。

アカウントに関連付けられたすべてのPC を表示するには:

1. 複数ユーザー用のライセンスのキーコードを使用して、SecureAnywhere を各 PC にインストールします。

2. アカウント情報を求めるプロンプトがSecureAnywhere の画面に表示されたら、ユーザー名 (電子メール

アドレス) とパスワードを入力します。

3. インストール手順の最後に SecureAnywhere による PC のスキャンが実行されるので、完了するまで待

ちます。このスキャンはキャンセルしないでください。

PC のスキャンが完了すると、SecureAnywhere はアカウントへのレポートを生成し、PC をアカウントの

Webサイトに追加します。

4. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

新しい PC が [PC セキュリティ] パネルに表示されます。SecureAnywhere のデフォルト設定ではマシン

名が表示されます。
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5. 新しくインストールされた PC のアイコンをクリックすると、そのPC の情報パネルが開きます。

そのPC のセキュリティパネルが表示されます。
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6. PC の表示名を変更する場合は、[編集] リンクをクリックして新しい名前を入力し、フィールドの右側に

ある緑のチェックマークをクリックします。
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PC セキュリティ設定の編集

SecureAnywhere のWebサイトを使用して、このセクションで説明するように、PC のセキュリティ設定を高いレ

ベルまたは低いレベルの保護にリモート操作で変更することができます。こうした保護のレベルは、以下のよう

な SecureAnywhere のヒューリスティック設定の組み合わせによって決まります。

l 高度なヒューリスティック - 新しいプログラムに関して、マルウェアによく見られる疑わしい動作がないか分析

します。

l 経時ヒューリスティック - コミュニティ内で使用された時間に基づいて、新しいプログラムを分析します。正当

なプログラムは、通常長期にわたってコミュニティで使用されますが、マルウェアの存在期間は短期である場

合が一般的です。

l 頻度ヒューリスティック - コミュニティでの使用頻度や変更の頻度の統計に基づいて、新しいプログラムを分

析します。正当なプログラムはすぐに変わることはありませんが、マルウェアは通常早いペースで変異しま

す。マルウェアはそれぞれのコンピュータに固有のコピーとしてインストールされ、統計上は「非一般的」とな

ることがあります。

これらのヒューリスティック設定は、コンピュータのローカルドライブ、USB ドライブ、インターネット、ネットワーク、

CD/DVD、オフライン時の動作など、さまざまな領域、側面に対して適用されます。詳細については、

「Webroot SecureAnywhere PC ユーザーガイド」の「ヒューリスティックの調整」を参照してください。

PC セキュリティのデフォルト設定は [ユーザー設定] です。これは、ユーザーがPC 上で SecureAnywhere のメイ

ンインターフェイスから設定を管理できることを意味します。SecureAnywhere のWebサイトを使用してセキュ

リティを [ユーザー設定] から別のレベルに切り替える場合、PC 上のSecureAnywhere のローカル設定が上書

きされます。

PC セキュリティ設定を編集するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。
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2. [PC セキュリティ] タブまたは [PC セキュリティに進む] ボタンをクリックします。

[PC セキュリティ] パネルが表示されます。
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3. 変更する PC をクリックします。

そのPC のセキュリティパネルが表示されます。
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4. [セキュリティの設定] 行で、[編集] リンクをクリックします。

5. ドロップダウン矢印をクリックすると、保護オプションが表示されます。

その 4つの保護レベル (低、中、高、最大) の内容を確認する場合は、[セキュリティの設定] の隣の青

い [？] マークをクリックすると情報パネルが表示されます。

6. 次のオプションのいずれかを選択します。

l ユーザー設定 - セキュリティの設定は、コンピュータのメインインターフェイスにより制御されます。

l 低 - すべてのヒューリスティックが低に設定されます。この保護は限定的ですが、ソフトウェアのベータ

版を実行しているソフトウェア開発者や高度な技術を持つユーザーが、ベータ版がブロックされない

環境を必要とする場合に便利です。
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l 中 - 当社推奨の低、中、高の組み合わせでヒューリスティックが設定されます。これは日常的な使

用に適した標準の設定です。

l 高 - すべてのヒューリスティックが高に設定されます。この設定は、PC がリスクにさらされている場合

にのみ使用します。この設定ではアラートが多く生成され、マルウェアだけでなく正規のプログラムも

ブロックされる可能性があります。

l 最大 - ほとんどのヒューリスティックが最大に設定されます。この設定は、PC が感染している疑いが

ある場合にのみ使用します。この設定ではアラートが多く生成され、マルウェアだけでなく正規のプロ

グラムもブロックされる可能性があります。

7. 緑色のチェックマークをクリックして、新しい設定を適用します。

設定を低、中、高、または最大に変更した場合、PC 上のSecureAnywhere のローカル設定が上書き

されます。
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PC スキャン情報の表示

アカウントの各 PC に関する詳細なスキャン結果をリモート操作で確認することができます。詳細には、コン

ピュータが安全な状態で感染していないかをどうかを示す情報が含まれます。

PC のスキャン情報を表示するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. [PC セキュリティ] タブまたは [PC セキュリティに進む] ボタンをクリックします。

[PC セキュリティ] パネルが表示されます。

第 4 章 : PC セキュリティの使用

- 61 -

https://my.webrootanywhere.com/default.aspx


3. 表示する PC をクリックします。

そのPC のセキュリティパネルが表示されます。
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4. [スキャン情報] タブをクリックします。

l [スキャン結果] パネルに、そのPC に対して実行された過去 10回のスキャンの結果が、日時および

そのPC で使用された IPアドレスとともに表示されます。

l [最近検出された悪質なファイル] パネルに、そのPC で検出された最新の 10個の悪質なファイルに

関する情報が表示されます。
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5. 感染に関する詳細については、[スキャン結果] メインタブの [不正アイテムを表示] リンクをクリックしま

す。

別のパネルが開き、ファイル名と脅威のカテゴリー (トロイの木馬、アドウェアなど) が表示されます。
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PC のリモート スキャン

離れた場所にある自分のPC が感染している可能性がある場合 (たとえば、仕事中に自宅のコンピュータが

不審な動作をしていると家族が知らせてきた場合など) に、そのPC をリモート操作でスキャンすることができま

す。

PC をリモートでスキャンするには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. [PC セキュリティ] タブまたは [PC セキュリティに進む] ボタンをクリックします。

[PC セキュリティ] パネルが表示されます。
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3. スキャンする PC をクリックします。

そのPC のセキュリティパネルが表示されます。
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4. [コマンド ] タブをクリックします。

[コマンド ] パネルが表示されます。
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5. 次のいずれかのスキャンタイプをクリックします。

l スキャン - PC のスキャンを実行し、脅威が検出された場合はユーザーに通知します。ユーザーはこの

通知に従ってファイルを隔離するかどうかを決定できます。

l クリーンアップ - PC のスキャンを実行し、ユーザーに通知することなくファイルを自動的に隔離します。
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6. プロンプトが表示されたら [確認] ボタンをクリックします。

コンピュータがコマンドを受信するとただちにスキャンが実行され、1～ 2分で終了します。
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システム最適化ツールのリモートでの操作

離れた場所にある自分のPC のプライバシーを保護する場合、またはインターネットの痕跡を消したい場合

(たとえば、仕事中に家族が自分のパーソナルコンピュータを使用する場合) に、そのPC に対してリモート操

作でシステム最適化ツールを実行することができます。

注意: システム最適化ツールの詳細については、「WSA PC ユーザーガイド」の「システム最適化ツー

ルの設定の変更」を参照してください。

リモート操作により PC でシステム最適化ツールを実行するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. [PC セキュリティ] タブまたは [PC セキュリティに進む] ボタンをクリックします。

[PC セキュリティ] パネルが表示されます。
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3. クリーンアップする PC をクリックします。

そのPC のセキュリティパネルが表示されます。
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4. [コマンド ] タブをクリックします。

[コマンド ] パネルが表示されます。
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5. [システム最適化ツール] ボタンをクリックします。

コンピュータがコマンドを受信するとただちにクリーンアップが実行され、1～ 2分で終了します。

6. プロンプトが表示されたら [確認] をクリックします。
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PC の非アクティブ化

PC の非アクティブ化では、[PC セキュリティ] パネルから PC を削除し、そのコンピュータから SecureAnywhere を
削除します。以下のような場合は PC の非アクティブ化を考慮すべきです。

l SecureAnywhere をインストールした PC を今後は使用しない場合。

l PC を新しいものに替えることになり、ライセンスを移動したい場合。

注意: PC の非アクティブ化は元に戻せません。つまり、ソフトウェアを再インストールしない限り再アク

ティブ化できません。

PC 上のSecureAnywhere を非アクティブ化するには:
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1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。

2. 電子メールアドレスとパスワードを入力して、[ログイン] ボタンをクリックします。
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3. [PC セキュリティ] タブまたは [PC セキュリティに進む] ボタンをクリックします。

[PC セキュリティ] パネルが表示されます。
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4. 非アクティブ化する PC をクリックします。

そのPC のセキュリティパネルが表示されます。
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5. [コマンド ] タブをクリックします。

[コマンド ] パネルが表示されます。
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6. [非アクティブ化] ボタンをクリックします。

[確認] ウィンドウが表示されます。
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7. [確認] ボタンをクリックします。

PC セキュリティのリストからコンピュータが削除され、選択したコンピュータからウェブルート

SecureAnywhere アプリケーションがアンインストールされます。
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PC のロック、シャットダウン、再起動

Webサイトのインターフェイスから、離れた場所にある PC をリモート操作でロック、シャットダウン、再起動でき

ます。

このようなリモート コマンドを実行するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. [PC セキュリティ] タブまたは [PC セキュリティに進む] ボタンをクリックします。

[PC セキュリティ] パネルが表示されます。
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3. ロック、シャットダウン、または再起動する PC をクリックします。

そのPC のセキュリティパネルが表示されます。
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4. [コマンド ] タブをクリックします。

[コマンド ] パネルが表示されます。
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5. ここから、以下のコマンドのうち 1つを実行できます。

l ロック - Windows のログイン画面を起動して、PC をロックします。再びログインするにはユーザー名と

パスワードを入力する必要があります。

l 再起動 - PCを再起動します。

l シャットダウン - PC をシャットダウンして電源をオフにします。

第 4 章 : PC セキュリティの使用

- 91 -



6. プロンプトが表示されたら、次のいずれかを選択します。

l ロック

l 再起動

l シャットダウン

7. プロンプトが表示されたら [確認] をクリックします。

1～ 2分以内にコンピュータがコマンドを受信します。
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第 5 章: モバイルセキュリティの使用

PC セキュリティの使用方法については、以下のトピックをご覧ください。

モバイルデバイスの追加 94
モバイルアカウント情報の表示 96
モバイルセキュリティの状態と警告の表示 99
モバイルデバイスに関する履歴の表示 102
紛失したデバイスの保護コマンドの使用 105
電話番号の変更 109
モバイルデバイスの削除 112

第 5 章 :モバイルセキュリティの使用

- 93 -



モバイルデバイスの追加

Androidのスマートフォン、タブレット、およびその他のモバイルデバイスをウェブルート アカウントに追加できま

す。始めに、以下の方法で取得できる SecureAnywhere のアプリを 1つインストールする必要があります。

l モバイルアプリのライセンスを含む SecureAnywhere エディションを購入します。これらのエディションには、コ

ンプリートおよびインターネット セキュリティプラスが含まれます。

l Androidデバイス向けのスタンドアロンのプレミアアプリを購入します。

l Androidデバイス向けの無料アプリをダウンロードします。

ウェブルート アプリのダウンロードおよびインストールには、こちらのナレッジベースの記事を参照してください:
http://www5.nohold.net/Webroot/Loginr.aspx?login=1&app=vw&solutionid=903

注意: iOSデバイス向けのWebサイト サポートは現在準備中です。

モバイルデバイスを登録するか、アプリからウェブルート アカウントを作成すると、SecureAnywhere のWebサイ

トにデバイス情報が表示されます。詳細については、「96{/u}{/color}ページの「モバイルアカウント情報の表

示」」を参照してください。
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モバイルアカウント情報の表示

Webサイトで、キーコードおよびライセンス状態を含むモバイルアカウント情報を表示できます。

モバイルアカウント情報を表示するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. [モバイルセキュリティ] タブまたは [モバイルセキュリティに進む] ボタンをクリックします。
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3. [モバイルセキュリティ] パネルで、各デバイスをクリックすることで詳細情報を表示できます。

必要に応じて、右上の [アイコン/リスト ] ボタンをクリックして、リスト ビューとアイコンビューを切り替えるこ

とができます。

[概要] パネルでは、デバイスモデルの詳細、キーコード、およびライセンスの有効期限までの日数を表

示することができます。
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4. デバイスの表示名を変更する場合は、[編集] リンクをクリックします。新しい名前を入力して [保存]
をクリックします。
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モバイルセキュリティの状態と警告の表示

モバイルデバイスに関する状態の詳細および警告を表示できます。

モバイルセキュリティの状態を表示するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. [モバイルセキュリティ] タブまたは [モバイルセキュリティに進む] ボタンをクリックします。

3. モバイルデバイスをクリックします。

必要に応じて、右上の [アイコン/リスト ] ボタンをクリックして、リスト ビューとアイコンビューを切り替えるこ

とができます。
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4. [セキュリティの状態] タブをクリックします。

5. デバイスが警告の状態にある場合は、[X 個のアイテムが要対応] リンクをクリックすることで詳細情報を

表示できます。
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モバイルデバイスでは、SecureAnywhere アプリからの問題のみを解決することができます。メインパネ

ルに問題解決のオプションが表示されます。
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モバイルデバイスに関する履歴の表示

スキャン履歴の情報および脅威定義のアップデートを含む、デバイスのアクティビティ履歴を表示できます。

モバイル履歴を表示するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. 以下のいずれかの作業を行ってください。

l [モバイルセキュリティ] タブをクリックします。

l [モバイルセキュリティ] ボタンをクリックします。
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3. 履歴を表示するモバイルデバイスをクリックします。

必要に応じて、右上の [アイコン/リスト ] ボタンをクリックして、リスト ビューとアイコンビューを切り替えるこ

とができます。

第 5 章 :モバイルセキュリティの使用

- 103 -



4. [履歴] タブをクリックします。

過去 7日間、30日間、60日間、90日間の履歴を表示できます。
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紛失したデバイスの保護コマンドの使用

このテキストを削除して、独自のコンテンツに置き換えてください。紛失したデバイスの保護機能は、なくした

モバイルデバイスをロックする場合や、位置を特定する場合に役立ちます。このコマンドは、SecureAnywhere
のWebサイトまたは別のスマートフォンから発行できます。

注意: 紛失したデバイスの保護コマンドは携帯電話をロックします。ロックを解除するには、ウェブルー

トのパスワードを入力する必要があります。パスワードを記憶していることを確認してからコマンドを発

行してください。

紛失したデバイスの保護コマンドを発行するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. 以下のいずれかの作業を行ってください。

l [モバイルセキュリティ] タブをクリックします。

l [モバイルセキュリティに進む] ボタンをクリックします。

3. [モバイルセキュリティ] パネルでは、各デバイスをクリックすることで詳細情報を表示できます。

また、右上の [アイコン/リスト ] ボタンをクリックして、リスト ビューとアイコンビューを切り替えることもできま

す。
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4. パネル上部にある [紛失したデバイスの保護] タブをクリックします。
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5. [紛失したデバイスの保護] パネルで、次のコマンドのいずれかを選択します。

コマンド 説明

ロック

リモート操作でデバイスをロックし、不正使用を防ぎます。ロック

後にデバイスのロックを解除するには、アカウントのパスワードを使

用する必要があります。

ワイプ (プレミア / コンプリート

バージョンのみ)

デバイスを瞬時にロックし、工場出荷時の初期設定へのリセット

を実行して、デバイス上の個人データ、ユーザー用アプリ、ユー

ザーのアカウントなど、すべてのデータを削除します。

デバイスがどこにも見つからないことが確実で、デバイスのデータを

完全に消去する場合を除き、このコマンドは使用しないでくださ

い。

SecureAnywhere は、これまでに Gmail サーバーにアップロードさ

れた連絡先またはカレンダーエントリなどのデータを削除すること

がないよう、データを消去する前に自動同期機能をオフにしま

す。

位置特定

デバイスをロックし (上記の [ロック] コマンドと同様)、デバイスの現

在位置を示す Google マップページのリンクを返します。

注意: 位置特定コマンドが作動するためには、デバイスに

GPS、Wi-Fi、または電話接続機能のいずれかが搭載され

ている必要があります。また、デバイスがSMS をサポート

していない場合、あるいはウェブルートがデバイスの通信会

社をサポートしていない場合は、Androidマーケットプレー

スにログインしておく必要があります。
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コマンド 説明

スクリーム

携帯電話をロックし (上記の [ロック] コマンドと同様)、デバイスの

位置を特定しやすくし、窃盗犯を驚かせるために、電話から大き

な音のスクリームノイズを鳴らします。

このノイズは、最大 2分間、またはパスワードを使用してデバイス

のロックを解除するまで鳴り続けます。

ロック画面をカスタマイズ

携帯電話をロックし (上記の [ロック] コマンドと同様)、電話のディ

スプレイ上にテキスト メッセージを表示します。

このコマンドを使用して、「見つけた方は 555-5555までお電話くだ

さい」などのように、携帯電話を取り戻すための連絡方法を入力

できます。
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電話番号の変更

電話番号を変更した場合は、SecureAnywhere のWebサイトに新しい番号を入力できます。

電話番号を変更するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. 以下のいずれかの作業を行ってください。

l [モバイルセキュリティ] タブをクリックします。

l [モバイルセキュリティに進む] ボタンをクリックします。
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3. モバイルデバイスをクリックします。

また、右上の [アイコン/リスト ] ボタンをクリックして、リスト ビューとアイコンビューを切り替えることもできま

す。

4. 表示されている電話番号の隣にある [編集] リンクをクリックします。

WSA管理用 Webサイト ユーザーガイド

- 110 -



5. 新しい番号を入力して、[保存] をクリックします。
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モバイルデバイスの削除

SecureAnywhere のWebサイトに表示されているモバイルデバイスについて、すでに使用していないものをリス

トから削除できます。

モバイルデバイスを削除するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. 以下のいずれかの作業を行ってください。

l [モバイルセキュリティ] タブをクリックします。

l [モバイルセキュリティに進む] ボタンをクリックします。

3. [モバイルセキュリティ] パネルで、削除するモバイルデバイスをクリックします。
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また、右上の [アイコン/リスト ] ボタンをクリックして、リスト ビューとアイコンビューを切り替えることもできま

す。

4. デバイス画像の下にある [このデバイスを削除] ボタンをクリックします。

注意:Webサイトからデバイスを削除しても、スマートフォンやタブレットからアプリをアンインストー

ルしたことにはなりません。後にデバイスの電源を入れた際にそのデバイスがSecureAnywhere
アプリと連動してチェックインした場合、そのデバイスはWebサイト上に再び表示されます。
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第 6 章: バックアップと同期機能の使用

バックアップと同期機能の使用方法については、以下のトピックをご覧ください。

バックアップと同期の概要 115
Anywhereフォルダまたは独自の同期フォルダにファイルを保管する 115
ファイルのバックアップ 116

バックアップと同期機能を使用するには 117
ファイルとフォルダの管理 119
ファイル名の変更 119
ファイルの移動 120
ファイルまたはフォルダの削除 122
フォルダの作成 123

表示のカスタマイズ 125
表示の切り替え 125
フォルダの表示のカスタマイズ 126
データのアップデート 127

ごみ箱からのファイルの復元 128
自分のアカウントからのファイルダウンロード 131
ファイルおよびフォルダのアップロード 133
バージョン履歴の表示 135
デバイスの詳細の表示 137
アクティビティ ログの表示 141
バックアップと同期用のWindows Store アプリの使用 143
アカウント詳細の表示 146
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バックアップと同期の概要

ご利用のSecureAnywhere のエディションにバックアップと同期機能が含まれる場合は、大切なファイルや写真

をこのトピックで説明されている手順で保護することができます。

Anywhere フォルダまたは独自の同期フォルダにファイルを保管する

ウェブルートにより事前に設定済みの「Anywhere」フォルダを使用することもできますが、ご自身で同期フォル

ダを作成することもできます。これらのフォルダに置かれたファイルはお客様のアカウントに自動的に同期され、

共有フォルダがある他のコンピュータ、およびバックアップと同期アプリがインストールされているモバイルデバイス

に同期されます。

SecureAnywhere は Anywhere フォルダおよび他の同期フォルダを常に監視しています。ファイルの編集、新

規ファイルの作成、またはファイルの削除など何らかの変更が検出されると、オンラインアカウント、他のコン

ピュータの共有フォルダ、およびバックアップと同期アプリがインストールされているモバイルデバイスに即時に同

じ変更が反映されます。オフラインで作業している場合は、次回インターネットに接続した際に自動的に変

更が反映されます。
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変更されたファイルを検出した場合、SecureAnywhere はアカウントに保管されている元のバージョンを上書き

するのではなく、最新バージョンのファイルをアップロードし、元のファイルは複製して保管します。必要であれ

ば、最大過去 5つのバージョンまでさかのぼってファイルを復元できます。6回目以降の保存では、最新バー

ジョンが保存され、最も古いバージョンが削除されます。

設定済み Anywhere フォルダの詳細については、「WSA PC ユーザーガイド」にある「同期フォルダの追加」、

または「WSA Mac ユーザーガイド」にある「同期フォルダの追加」を参照してください。

ファイルのバックアップ

複数のデバイスにファイルを同期するのではなく、単純にバックアップすることもできます。バックアップが必要と

なるデータの例としては、納税申告書、古い写真、パスポートのスキャンなどが挙げられます。このような文書

は変更されることはなく、他のコンピュータと同期する必要もありません。

バックアップの詳細については、「WSA PC ユーザーガイド」にある「バックアップと同期の管理」、または「WSA
Mac ユーザーガイド」にある「バックアップと同期の管理」を参照してください。
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バックアップと同期機能を使用するには

インストールしたバックアップと同期アプリおよび SecureAnywhere のWebサイトから。以下の手順は、Webサ
イトからバックアップと同期機能にアクセスした場合の操作を示します。メインインターフェイスまたはモバイル

デバイスからバックアップと同期機能にアクセスする場合の詳細については、「Webroot SecureAnywhere Help
and Product Guides」を参照してください。

バックアップと同期機能を使用するには:

1. SecureAnywhere のWebサイトのアカウントをまだ作成していない場合は、[アカウントを作成する] パネ

ルの [今すぐ登録する] ボタンをクリックします。

詳細については、「8{/u}{/color}ページの「アカウントの作成」」を参照してください。

2. コンピュータ上で SecureAnywhere を開き、バックアップと同期コンポーネントが設定されていることを確

認します。アカウントに関連付けられたすべてのコンピュータに対して同じ手順を実行します。

詳細については、「WSA PC ユーザーガイド」または「WSA Mac ユーザーガイド」を参照してください。

3. 必要に応じて、バックアップと同期アプリをモバイルデバイスにインストールすることができます。

モバイルデバイスにアプリをインストールする手順および詳細については、ダウンロードの手順のページを

参照してください。

4. コンピュータおよびモバイルデバイスにバックアップと同期が設定されたら、ja-my.webrootanywhere.com
にログインしてオンラインアカウントにアクセスします。

5. Webサイトのホームパネルで、[バックアップと同期に進む] ボタンをクリックします。

[バックアップと同期] のWebページが表示されます。
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[バックアップと同期] ページの上部には、以下の 3つのタブがあります。

l ファイルとフォルダ - 同期およびバックアップされたファイルが表示されます。このタブではファイルのアッ

プロード、ダウンロード、表示、移動、削除、名前変更、およびその他のタスクを実行できます。詳

細については、「119{/u}{/color}ページの「ファイルとフォルダの管理」」と「125{/u}{/color}ページの「表

示のカスタマイズ」」を参照してください。

注意: 同期フォルダ中のファイルに対するすべての変更、削除、追加は、オンラインの

SecureAnywhere アカウントや他のパソコンの他の同期フォルダに自動的に反映されます。

l アクティビティログ - このアカウントに関連するすべてのバックアップと同期アクティビティを記録します。

詳細については、「141{/u}{/color}ページの「アクティビティログの表示」」を参照してください。

l デバイス - バックアップおよび同期されたデバイスに関する詳細が表示されます。詳細については、

「137{/u}{/color}ページの「デバイスの詳細の表示」」を参照してください。
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ファイルとフォルダの管理

SecureAnywhere のWebサイトから、ファイル名やフォルダ名の変更、移動、削除、追加など、ファイルやフォ

ルダの管理することができます。Anywhere フォルダまたは他の同期フォルダに対して行った変更は、

SecureAnywhere がインストールされているコンピュータやモバイルデバイスなどに自動的に反映されるため、

十分に注意してください。

このトピックでは、次の手順について説明します。

l ファイル名の変更

l ファイルの移動

l ファイルまたはフォルダの削除

l フォルダの作成

ファイル名の変更

Webサイトからファイル名を変更することができます。同期するファイルまたはフォルダの名前を変更する場合

は、同期設定されたすべてのデバイスに対して変更が反映されるため、十分に注意してください。

ファイル名を変更するには:

1. 名前を変更するファイルを選択します。

2. 以下のいずれかを実行します。

l ファイル名を右クリックし、[名前変更] を選択します。

l [名前変更] アイコンをクリックします。
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3. SecureAnywhere によりプロンプトが表示されたら新しい名前を入力し、[適用] をクリックします。

ファイルの移動

Webサイトから、ファイルを別のフォルダに移動することができます。同期するファイルやフォルダを移動する場

合は、同期設定されたすべてのデバイスに対して変更が反映されるため、十分に注意してください。

ファイルを移動するには:

1. 移動するファイルを選択するには、次のいずれかを実行します。

l 移動するファイルをクリックします。

l 複数のファイルを強調表示するには、Ctrl キーを押しながらクリックします。

2. 次のいずれかを実行してファイルを移動します。

l ファイル名を右クリックし、[移動] を選択します。

l [移動] アイコンをクリックします。

WSA管理用 Webサイト ユーザーガイド

- 120 -



SecureAnywhere が移動先のオプションを示す [移動先] ウィンドウを表示します。
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3. 新しい移動先フォルダを選択し、[選択] をクリックします。

SecureAnywhere により、移動の状況を示す進行状況バーが表示されます。

ファイルまたはフォルダの削除

Webサイトからファイルまたはフォルダを削除することができます。同期するファイルやフォルダを削除する場合

は、同期設定されたすべてのデバイスに対して変更が反映されるため、十分に注意してください。削除した

ファイルは [ごみ箱] に移動され、必要に応じて後で復元することができます。ごみ箱を空にする (ファイルまた

はフォルダを永久に削除する) と、ファイルはコンピュータからも削除され、復元することができなくなります。

ファイルまたはフォルダを削除するには:
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1. 削除するファイルをクリックするか、Ctrl キーを押しながら複数のファイルをクリックして選択します。

2. 以下のいずれかを実行します。

l 右クリックして [削除] を選択します。

l [削除] アイコンをクリックします。

3. SecureAnywhere が確認のプロンプトを表示したら、[OK] をクリックします。

フォルダの作成

Webサイトから新規フォルダを作成することができます。同期するフォルダにサブフォルダを追加する場合は、

同期設定されたすべてのデバイスに対して変更が反映されるため、十分に注意してください。

フォルダを作成するには:
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1. 新規フォルダを作成するストレージ フォルダを強調表示します。

2. [新規フォルダを作成] アイコンをクリックします。

3. SecureAnywhere によりプロンプトが表示されたらフォルダ名を入力して、[適用] をクリックします。

新規フォルダがストレージ フォルダに追加されます。
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表示のカスタマイズ

ファイルおよびフォルダのページ内では、詳細から画像表示への切り替え、データの並べ替え、データのアップ

デートを行うことができます。

このトピックでは、次の手順について説明します。

l 表示の切り替え

l フォルダの表示のカスタマイズ

l データのアップデート

表示の切り替え

画像を含むフォルダについて、詳細ビューと画像ビューを切り替えることができます。詳細ビューを表示するに

は、[詳細] アイコンをクリックします。

画像ビューを表示するには、[画像] アイコンをクリックします。
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フォルダの表示のカスタマイズ

詳細ビューで表示している場合、カラムの移動および並べ替えが可能です。

カラムを移動させるには:

1. カラム見出しを左クリックします。

2. そのカラムを移動先へドラッグします。

並べ替えを行うには:

1. 並べ替えるカラムを選択し、カラム見出しをクリックします。

2. 必要に応じて、カラム見出しにポインタを合わせます。

下向きの矢印が表示されます。

3. 下向きの矢印をクリックしてメニューを表示し、[昇順に並べ替え] または [降順に並べ替え] のいずれか

を選択します。
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データのアップデート

データをアップデートして、このアカウントに同期されているすべてのデバイスについて、ファイルが最新バージョン

であることを確認することができます。

データをアップデートするには:

1. [アップデート ] アイコンをクリックします。

第 6 章 :バックアップと同期機能の使用

- 127 -



ごみ箱からのファイルの復元

ストレージ コンテナからファイルを削除した場合、システムはそのファイルを SecureAnywhere の対応するスト

レージ コンテナ用ごみ箱に移します。ファイルやフォルダを誤って削除してしまった場合は、ごみ箱からそれらを

復元できます。

ファイルまたはフォルダをごみ箱から復元するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. [バックアップと同期に進む] ボタンをクリックします。
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3. 左のパネルで、ファイルを削除したフォルダを選択します。

4. [アクション] > [ごみ箱を表示] を選択します。

5. ごみ箱内のファイルおよびフォルダが表示されたら、復元するファイルまたはフォルダを右クリックし、[復
元] をクリックします。
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注意: ごみ箱内のファイルを永久に削除する場合は、[アクション] > [ごみ箱を空にする] を選択

します。ごみ箱を空にするとファイルは復元できなくなるため、注意してください。また、同期ファ

イルまたはフォルダを削除するとコンピュータから削除され、復元することはできません。
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自分のアカウントからのファイルダウンロード

インターネットに接続しているデバイスを使用して、Anywhere フォルダ、同期フォルダ、バックアップフォルダに

含まれるファイルをダウンロードできます。たとえば、外出中にファイルにアクセスする必要がある場合でも、

SecureAnywhere のアカウントにログインしてファイルをダウンロードすることができます。以下のように、単一の

ファイル、または複数のファイルを Zipアーカイブとしてダウンロードできます。

このトピックでは、次の手順について説明します。

l 単一のファイルをダウンロードする

l 大容量または複数のファイルまたはフォルダをダウンロードする

単一のファイルをダウンロードするには:

1. 左のパネルから、ダウンロードするファイルが含まれるフォルダを選択します。

2. 中央のパネルで、ダウンロードするファイルを右クリックします。

SecureAnywhere によりアクションのメニューが表示されます。

3. [ダウンロード ] をクリックします。
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SecureAnywhere により、ダウンロードしたファイルを開くか、保存するか、またはダウンロードをキャンセル

するかを尋ねられます。

4. 以下のいずれかの作業を行ってください。

l ファイルを保存する場合は、[保存] をクリックし、ファイルを保存するローカルデバイスのフォルダを参

照します。

l [開く] をクリックするとファイルが開きます。

SecureAnywhere によってファイルに関連付けられているプログラムが検索され、ファイルが開きます。

大容量または複数のファイルまたはフォルダをダウンロードするには:

1. ダウンロードする複数のファイルまたはフォルダを選択するには、Ctrl キーを押しながらクリックします。

2. それらのファイルを右クリックしてメニューを開き、[Zipアーカイブとしてダウンロード ] を選択します。また

は、[Zip としてダウンロード ] ボタンをクリックします。

SecureAnywhere により、それらのファイルおよびフォルダを開くか保存するかを尋ねられます。

3. [保存] をクリックします。
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ファイルおよびフォルダのアップロード

SecureAnywhere のWebサイトのオンラインアカウントには、あらゆるブラウザからファイルおよびフォルダを手動

でアップロードできます。このアップロード機能は、移動中など、メインコンピュータを利用できない場合に便

利です。ファイルを Anywhere フォルダまたは他の同期フォルダに置き、コンピュータやモバイルデバイスに即

座に同期することができます。また、ファイルをバックアップフォルダに置いて保管することもできます。

ファイルまたはフォルダをアップロードするには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. [バックアップと同期に進む] ボタンをクリックします。

3. 左側のパネルでアップロード先のフォルダを選択します。

4. [アップロード ] アイコンをクリックします。
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SecureAnywhere により [ファイルをアップロード ] ウィンドウが表示されます。

5. [ファイルを選択] をクリックし、アップロードするファイルを参照します。

6. ファイルまたはフォルダを参照して選択します。

アップロードの進捗状態がウィンドウに表示されます。

7. 以下のいずれかを実行します。

l さらに多くのファイルまたはフォルダをアップロードするには、上記の手順を繰り返します。

l [閉じる] をクリックしてウィンドウを閉じます。[閉じる] をクリックすると、アップロードされたファイルが

フォルダに追加されます。
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バージョン履歴の表示

アップデートされたファイルのバージョンを最大 5つまで保存することができます。6回目以降の保存では最新

バージョンが保存され、最も古いバージョンが削除されます。保存されたバージョンはすべてダウンロードするこ

とができます。

バージョン履歴を表示するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. [バックアップと同期に進む] ボタンをクリックします。
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3. バージョン履歴を表示するファイルを右クリックし、[バージョンを表示] を選択します。

[バージョン履歴] パネルが表示されます。索引 0の最初のファイルが最新バージョンです。

4. 必要に応じて、以下のいずれかを実行します。

l ダウンロードするバージョンの行を右クリックして [ダウンロード ] をクリックし、目的の過去のバージョン

をダウンロードします。

l また、[現在の設定を使用] を選択してファイルを現在のバージョンにリセットしたり、[削除] をクリック

して古いバージョンを削除したりすることもできます。

WSA管理用 Webサイト ユーザーガイド

- 136 -



デバイスの詳細の表示

[デバイス] タブでは、バックアップと同期の設定とともに各デバイスの情報を表示できます。また、各デバイスに

関連するストレージ フォルダも表示できます。

デバイスに関する詳細を表示するには:

1. ブラウザを開き、URL (

ja-my.webrootanywhere.com
) を入力します。

詳細については、「17{/u}{/color}ページの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. [バックアップと同期に進む] ボタンをクリックします。
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3. ページ上部にある [デバイス] タブをクリックします。

4. デバイスをクリックします。

デバイスの詳細ウィンドウが表示されます。
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以下の表は、デバイスの詳細について説明しています。

フィールド 説明

[概要] タブ

名前

SecureAnywhere のデフォルト設定ではホスト名が表示されます。名前を変

更する場合は、[編集] リンクをクリックし、緑色のチェックマークをクリックして

新しい名前を保存できます。

ホスト名 デバイスのホスト名。
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フィールド 説明

最新の接続 デバイスが最後に同期された日時。

種類 デバイスの種類 (デスクトップコンピュータなど)。

無効化 アカウントからこのデバイスを解除するには、[X] をクリックします。

[ストレージ フォルダ] タブ

フォルダ このデバイスに関連する同期されたフォルダのリストを表示します。
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アクティビティ ログの表示

アクティビティログは、アカウントに関連するすべてのフォルダおよびデバイスついて、すべてのユーザーアクティビ

ティを記録します。

アクティビティログを表示するには:

1. ブラウザを開き、ja-my.webrootanywhere.comにアクセスします。詳細については、「17{/u}{/color}ペー

ジの「アカウントへのログイン」」を参照してください。

2. [バックアップと同期に進む] ボタンをクリックします。

3. 画面上部の [アクティビティログ] タブをクリックします。

アクティビティログが表示されます。

以下の表では各カラムについて説明しています。
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カラム 説明

日付 アクティビティが実行された日時。

アクティビティ 実行されたアクティビティのタイプ。

アイテム アクティビティに関連するファイルまたはフォルダの名前。

ストレージ フォルダ アクティビティが実行されたストレージ フォルダの名前。

ユーザーによる ユーザーのSecureAnywhere アカウント ID。

デバイス経由

アクティビティが実行されたデバイスの名前。ここには、デバイスの名前か、

Webサイトから実行されたアクティビティについてはWebPortal のいずれかが

表示されます。
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バックアップと同期用のWindows Store アプリの使用

マルチライセンスエディションを購入されている場合は、バックアップと同期用のWindows Store アプリを

Windows 8または RT デバイスにダウンロードできます。

注意: 手順の詳細については「バックアップと同期用 Windows Store アプリのユーザーガイド」を参照し

てください。

Windows Store アプリをダウンロードしてインストールするには:

1. Windows の [スタート ] 画面で、[ストア] タイルを選択します。

2. [ストア] から、[プロダクティビティ] カテゴリに進みます。

3. ウェブルートのバックアップと同期アプリを検索して [インストール] を選択します。

4. デスクトップにウェブルートのタイルが表示されている場合は、そのタイルを選択してバックアップと同期を

開きます。

5. 最初の画面で、ウェブルート アカウントのログイン資格情報とキーコードを入力します。

バックアップと同期アプリが、クラウドのウェブルート アカウントと同期します。アカウントにフォルダがある

場合は、以下の例に類似した形でそれらのフォルダが表示されます。
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以下で説明するように、バックアップと同期アプリでは、ファイルおよびフォルダを管理するためのオプショ

ンを利用できます。

タスクバーには、ファイルの追加、表示のアップデート、すべてのファイルの選択、詳細の表示、および新

規フォルダの作成を行うオプションが表示されます。このタスクバーはパネル下部に配置されています。

フォルダビューでは、以下のオプションが表示されます。

ファイルが選択されている場合は、ファイルの削除、選択の消去、ファイルの保存などを行う追加のオプ

ションも表示されます。

チャームバーからバックアップと同期の設定にアクセスできます。これらのオプションを表示するには、マウ

スを右下の端へ移動します。バックアップと同期の設定にアクセスするには [設定] をクリックします。ここ

では、アプリ情報の表示、ヘルプへのアクセス、アカウント設定の表示、権限の変更を行うことができま

す。
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以下のバックアップと同期の設定が表示されます。
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アカウント詳細の表示

バックアップと同期アカウントに関する情報を表示するには、以下の手順に従ってください。

アカウントの詳細を表示するには:

1. ウィンドウ右上にある [情報] アイコンをクリックします。

アカウントの詳細、ストレージ容量、ユーザー情報を含む [アカウントの詳細] パネルが表示されます。
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第 7 章: パスワードの操作

パスワードを操作するには、次のトピックを参照してください。

LastPass の概要 149
新規ユーザーの LastPass の設定とアクセス 150
アカウントの設定 150
アカウントへのアクセス 168

既存ユーザーの LastPass の設定とアクセス 176
アカウントの設定 176
アカウントへのアクセス 192
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LastPass の概要

Webroot®のパスワード管理機能がアップグレードされました。ウェブルートのサブスクリプションの一部として含

まれるこの機能は、安全性の高いパスワード管理において最も信頼されている LastPass®によって提供され

ています。LastPass Premiumには、以下を始めとしたさまざまな機能が含まれます。

l Password Vault— パスワードやメモをすべてMy Vault に保管、整理しておけば、後から簡単にアクセス

できます。

l すべてのデバイスからアクセス— 1つのデバイスでパスワードを保存すると、他のデバイスからもすぐにアクセ

スできるようになります。LastPass アカウントはご利用のすべてのデバイスでバックアップ、同期されるため、

どこからでもアクセスできます。

l 自動入力 &保存 — 一度入力したパスワード、住所、支払いカード情報はMy Vault に保存され、クリッ

ク 1つでアクセスできるようになります。

使用を開始するには、LastPass アカウントを設定する必要があります。以下のいずれかを選択してください。

l ウェブルート製品を初めて使用する場合のLastPassの設定とアクセス。

l ウェブルート製品を既に使用している場合のLastPassの設定とアクセス。
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新規ユーザーの LastPass の設定とアクセス

ウェブルート製品を初めて使用するユーザーの場合、LastPass を設定してアクセスするには、以下の手順の

両方に従ってください。

l 管理 Webサイト コンソールを使用して、アカウントを設定します。

l その後、管理 Webサイト コンソールを通じて LastPass アカウントにアクセスできます。

アカウントの設定

アカウントを設定するには:

1. 次のURL にアクセスします:

https://ja-my.webrootanywhere.com/
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2. [アカウントの作成] ボタンをクリックします。

[アカウントの作成] ウィンドウが表示されます。
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3. [ウェブルート製品のキーコード ] フィールドに、製品の購入時に受け取ったキーコードを入力します。

4. [電子メールアドレス] フィールドに、アカウントに関連付けられている電子メールアドレスを入力しま

す。

5. [電子メールアドレスを再入力] フィールドに、電子メールを再度入力します。

6. [パスワード ] フィールドに、このアカウントのパスワードを入力します。

7. [パスワードの繰り返し] フィールドに、パスワードを再度入力します。

8. [個人用セキュリティ コード ] フィールドに、ログイン時にアカウントを保護する 2桁の数字を入力しま

す。

文字または数字を入力してください。ログインする際に、パスワードを入力した後の追加のセキュリティ

対策として使用されます。6文字以上で、憶えやすいコードを使用してください。

ログインするたびに、このコードからランダムな 2文字を入力する必要があります。たとえば、コードが

123456で、4番目と 6番目の文字を入力するよう求められた場合は、「4」と「6」を入力します。この個

人用セキュリティ コードでは大文字と小文字が区別されます。

注意: 必要に応じて、[ログイン時にセキュリティ コードを使用] チェックボックスをオフにすること

で、ユーザーのログイン時に 2桁のセキュリティ コードを入力する手順を省略できます。詳細に

ついては、「32{/u}{/color}ページの「ユーザーの追加」」および「38{/u}{/color}ページの「アカウン

ト設定の編集」」を参照してください。

9. [セキュリティの質問] フィールドに、自分だけが答えを知っているセキュリティの質問を入力します。

10. [セキュリティの回答] フィールドに、セキュリティの質問の回答を入力します。

11. [ストレージの地域を選択してください] ドロップダウンメニューから、居住地域を選択します。
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12. [今すぐ登録] ボタンをクリックします。

SecureAnywhere により確認メッセージが表示され、指定した電子メールアドレスに確認のメールが送

信されます。これには数分かかることがあります。
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13. [ログイン] ボタンをクリックします。

Webroot SecureAnywhere のログインページが表示されます。
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14. [電子メールまたは電話] フィールドにユーザー名を入力します。

15. [パスワード ] フィールドにパスワードを入力します。
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16. [ログイン] ボタンをクリックします。

17. 個人用セキュリティ コードのプロンプトで、必要な文字を入力して [ログイン] をクリックします。

この個人用セキュリティ コードは、ウェブルート アカウントを作成した際に定義されたものです。

SecureAnywhere は、ログイン時に毎回この追加のセキュリティ手順を要求します。このコードからラン

ダムな 2文字を入力するよう求められることにご留意ください。たとえば、コードが 123456で、4番目と

6番目の文字を入力するよう求められた場合は、「4」と「6」を入力します。
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注意: 必要に応じて、[ログイン時にセキュリティ コードを使用] チェックボックスをオフにすること

で、ユーザーのログイン時に 2桁のセキュリティ コードを入力する手順を省略できます。詳細に

ついては、「32{/u}{/color}ページの「ユーザーの追加」」および「38{/u}{/color}ページの「アカウン

ト設定の編集」」を参照してください。

管理 Webサイト コンソールが表示されます。
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18. [Password Manager Powered by LastPass] エリアで、[今すぐ設定] ボタンをクリックします。

"これにより、キーコードがアクティブ化されますのでご注意ください (アクティブ化されていない場合のみ)。
ご利用可能になるまで最大 15分ほどかかります。" というメッセージが表示されます。
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19. [確認] ボタンをクリックします。

"下のボタンをクリックし、LastPass アカウントのセットアップを完了してください。" というメッセージが表示さ

れます。

20. [続行] ボタンをクリックします。

[LastPass へようこそ] ページが表示されます。
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21. [登録] ボタンをクリックします。
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[LastPass のアカウントの作成] ページが表示されます。

22. 電子メールアドレス、パスワード、パスワードのヒントを使用して、LastPass アカウントを作成します。
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23. [アカウントを作成する] ボタンをクリックします。

[ウェブルートへようこそ] ウィンドウが表示されます。
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24. [続行] ボタンをクリックします。

[LastPass Premiumへようこそ] ページが表示されます。

WSA管理用 Webサイト ユーザーガイド

- 166 -



第 7 章 :パスワードの操作

- 167 -



25. [LastPass の入手] ボタンをクリックして、LastPass エクステンションをインストールします。

アカウントへのアクセス

アカウントを設定したら、LastPass のアカウントとパスワードに簡単にアクセスできます。

アカウントにアクセスするには:

1. 次のURL にアクセスします:

https://ja-my.webrootanywhere.com
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2. ユーザー名とパスワードを入力してログインします。

管理 Webサイト コンソールが表示されます。
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3. [Password Manager Powered by LastPass] エリアで、[パスワードの管理] ボタンをクリックします。

LastPass のログインページが表示されます。
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4. 電子メールアドレスとパスワードを入力します。
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5. 必要に応じて、[ログイン情報を保存する] チェックボックスを選択します。

6. [ログイン] ボタンをクリックします。
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LastPass ダッシュボードが表示されます。
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既存ユーザーの LastPass の設定とアクセス

管理 Webサイト コンソールを通じてパスワード マネージャーを既に使用していて、パスワードをパスワード マ

ネージャーから LastPass に移行する場合は、次の手順に従ってください。これによって、アカウントに簡単にア

クセスできます。

l 管理 Webサイト コンソールを使用して、アカウントを設定します。

l その後、管理 Webサイト コンソールを通じて LastPass アカウントにアクセスできます。

アカウントの設定

アカウントを設定するには:

1. 次のURL にアクセスします:

https://ja-my.webrootanywhere.com
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2. ユーザー名とパスワードを入力してログインします。

3. 文字または数字を入力してください。ログインする際に、パスワードを入力した後の追加のセキュリティ

対策として使用されます。6文字以上で、憶えやすいコードを使用してください。

ログインするたびに、このコードからランダムな 2文字を入力する必要があります。たとえば、コードが

123456で、4番目と 6番目の文字を入力するよう求められた場合は、「4」と「6」を入力します。この個

人用セキュリティ コードでは大文字と小文字が区別されます。
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注意: 必要に応じて、[ログイン時にセキュリティ コードを使用] チェックボックスをオフにすること

で、ユーザーのログイン時に 2桁のセキュリティ コードを入力する手順を省略できます。詳細に

ついては、「32{/u}{/color}ページの「ユーザーの追加」」および「38{/u}{/color}ページの「アカウン

ト設定の編集」」を参照してください。

管理 Webサイト コンソールが表示されます。
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4. [Password Manager Powered by LastPass] エリアで、[パスワードの管理] ボタンをクリックします。

[LastPass へようこそ] ページが表示されます。
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5. [開始] ボタンをクリックします。

LastPass のログインページが表示されます。
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6. ウェブルート用の電子メールアドレスとパスワードを入力します。これにより、LastPass がウェブルートか

らパスワードを安全にインポートできます。
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7. 必要に応じて、[ログイン情報を保存する] チェックボックスを選択します。

8. [ログイン] ボタンをクリックします。
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[LastPass のアカウントの作成] ページが表示されます。

9. [ウェブルート パスワード ] フィールドに、ja-my.webrootanywhere.comへのログインに使用するパスワード

を入力します。
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10. [新しいマスターパスワード ] フィールドに、LastPass へのログインを先に進めるために使用する新しいパ

スワードを入力します。
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11. [新しいマスターパスワードの再入力] フィールドに、新しいマスターパスワードを再度入力します。

12. 必要に応じて、[新しいパスワードのヒント ] フィールドに、入力したパスワードを思い出すための情報を

入力します。
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13. [マスターパスワードの保存] ボタンをクリックします。

l 新しいログインを準備していることを示す警告メッセージ "処理が完了するまで、ページを閉じないで

ください。" が表示されます。
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l [LastPass へようこそ] ページが表示され、アカウントが正常に作成されたことが表示されます。
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14. [LastPass のインストール] ボタンをクリックして、ブラウザのエクステンションをインストールします。

アカウントへのアクセス

管理 Webサイト コンソールを通じて LastPass アカウントにアクセスするには、次の手順に従ってください。

アカウントにアクセスするには:

1. 次のURL にアクセスします:

https://ja-my.webrootanywhere.com。
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2. ユーザー名とパスワードを入力してログインします。

3. 個人用セキュリティ コードのプロンプトで、必要な文字を入力して [ログイン] をクリックします。

この個人用セキュリティ コードは、ウェブルート アカウントを作成した際に定義されたものです。

SecureAnywhere は、ログイン時に毎回この追加のセキュリティ手順を要求します。このコードからラン

ダムな 2文字を入力するよう求められることにご留意ください。たとえば、コードが 123456で、4番目と

6番目の文字を入力するよう求められた場合は、「4」と「6」を入力します。

WSA管理用 Webサイト ユーザーガイド

- 194 -



注意: 必要に応じて、[ログイン時にセキュリティ コードを使用] チェックボックスをオフにすること

で、ユーザーのログイン時に 2桁のセキュリティ コードを入力する手順を省略できます。詳細に

ついては、「32{/u}{/color}ページの「ユーザーの追加」」および「38{/u}{/color}ページの「アカウン

ト設定の編集」」を参照してください。

管理 Webサイト コンソールが表示されます。
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4. [Password Manager Powered by LastPass] エリアで、[パスワードの管理] ボタンをクリックします。

LastPass のログインページが表示されます。

WSA管理用 Webサイト ユーザーガイド

- 196 -



5. ウェブルート用の電子メールアドレスとパスワードを入力します。
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6. 必要に応じて、[ログイン情報を保存する] チェックボックスを選択します。
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7. [ログイン] ボタンをクリックします。

LastPass ダッシュボードが表示されます。
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第 8 章: WSA 管理用 Web サイト サポート

サポートの利用方法については、以下のトピックを参照してください。

テクニカルサポートを受けるには 201
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テクニカルサポートを受けるには

ウェブルートではさまざまなサポート オプションを提供しています。次のいずれかの方法を選択します。

l Best Buyによるウェブルートのサブスクリプションをお持ちの場合、ここをクリックして他のサポートオプションに

ついて確認してください。

l ナレッジベースおよびよくあるご質問で回答を探す。

l オンライン文書で回答を探す。

l ヘルプチケットを送信する。

l ウェブルート Android向けモバイルセキュリティのフォーラムを確認する。
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